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小中高生の自殺者数の増加 圏域での自殺者の20歳未満の割合が高い傾向

定時制・通信制高校
こころの健康教育の依頼

生きづらさを抱えた若者に対応し、若者の自殺対策を推進していくためにも、
地域の関係機関がネットワークを構築し、連携して支援を行っていくことが必要！

若者の自殺の現状

地域の動き

圏域内救急救命センター精神科医師
若者の自殺未遂の増加→連携の相談

医療 教育

地域の医療・教育・行政・福祉の関係機関がそれぞれで取組を実施

事業実施の背景

多摩立川
保健所

多摩立川保健所・圏域６市
自殺総合対策担当者連絡会

立川市子ども・若者自立支援
ネットワーク

社会福祉協議会・NPO
若者の居場所作り

etc…
行政 福祉

⇩
令和６・７年度の２年計画で「若者の自殺対策を推進するためのネットワーク構築事業」を実施



事業目標について
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自殺対策に関わる地域関係者の連携の強化と相談ネットワークを構築し、
生きづらさを抱えた若者に対しての包括支援を推進する。

1. 若者の自殺を取り巻く現状と地域課題を明確化する。
2. 圏域内における関係機関等の連携・協力のあり方を明確化する。
3. 若者が前向きに生きることを選択できるような支援方法を構築する。

全体目標

令和６年度
目標

【めざすところ】
圏域内の若者が安心して自分らしく暮らすために、地域ネットワークで支援していく



自殺完遂
〇三次予防
【自死遺族へのアプローチ】

〇二次予防
【ハイリスク者へのアプローチ】

遺族支援

相談支援
自殺未遂者支援

親支援
支援者支援

本人支援 ①普及啓発
• 子ども・若者の言語化をサポートする
ガイドブック作成

• 支援者支援の検討

②人材育成
• 地域関係者向け講演会実施

③地域づくり
• ネットワーク会議開催（６市の特徴を
いかした地域づくりの展開）

悩みや生きづらさ
を抱える若者

今回の事業での取り組み

希死念慮
自殺未遂

多摩立川保健所における若者の自殺対策を推進するためのネットワーク構築事業イメージ図

目指すべき姿！
圏域内の若者がいきいきと暮らすために、地域ネットワーク※で支援していく
○一次予防を中心に
○6市とつなぐ、一緒に考える

〇一次予防
【ポピュレーションアプローチ】

社会福祉
協議会

学校

児童相談所

NPO

クリニック

病院

保健所

国分寺

武蔵
村山

国立東大和

昭島
立川

※地域ネットワークとは
「自殺対策関係者のつながり」のこと。自殺問題に取り組
んでいる人たちをつなぎ合わせ、より効果的な自殺対策の
実現を目指すもの。
（特定非営利活動法人自殺対策支援センターライフリンク
清水代表作成資料より抜粋）
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-
suicideprevention.pdf?form=MG0AV3

各
機
関
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
の
支
援
を
実
施
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支援が途切れないよう、
関係機関同士の一歩
踏み込んだ連携を目指す

https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3
https://lifelink.or.jp/Library/051203local-network-for-suicideprevention.pdf?form=MG0AV3


令和６年度事業実施内容
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１ 地域関係者へのヒアリング

⚫ 若者の自殺を取り巻く現状と地域課題の抽出のため、若者の支援機関にヒアリングを実施（医療
２・教育３・児相１・社協６・NPO１、計１３機関）

２ 若者の自殺対策推進ネットワーク会議の設置・開催

⚫ 圏域６市、医療機関、定時制・通信制高校教員、児童相談所、社会福祉協議会、NPO団体を構成員
とする「若者の自殺対策推進ネットワーク会議」を設置・開催

３ 地域関係者向けの自殺対策講演会の実施

⚫ 定時制・通信制高校教員等支援関係者を対象とした講演会を実施

４ 若者に有効な情報発信について検討

⚫ 育て上げネットに協力を依頼し、定時制・通信制高校の高校生に、若者に有効な情報発信について
インタビューを実施。

⚫ 子ども・若者の言語化をサポートするガイドブックの案を作成し、都立砂川高校１年生を対象とし
たアンケート調査を実施。



【事業内容】

昨年度の会議から見えた課題と対応策について
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対応策会議から見えた課題

支援者が一歩踏み込んだ

対応をとるためには

どうしたらいいか

生徒に相談してもらう

ためにはどうしたらいいか

◆連携に関すること

◆生徒に関すること

◆地域関係者向け講演会の実施

◆子ども・若者の言語化をサ
ポートするガイドブックの
作成

◆支援機関の連携事例の共有

• 連携のポイント等を抽出・整理

• 支援者支援の検討

• 圏域内での支援力及び連携に対す
る意識の向上を図る

令和７年度
若者の自殺対策推進
ネットワーク会議

• 若者の援助希求を促進する

・抽出された課題や対応策への検討
・各機関での一歩踏み込んだ対応について、
事例を通じた検討



令和７年度事業実施内容
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１ 若者の自殺対策推進ネットワーク会議を継続実施

⚫ ２の講演会や、３のガイドブックについて検討

⚫ 事例を共有し、支援者支援について検討

２ 地域関係者向けの講演会の実施

⚫ 医療・教育・行政・福祉等の地域関係者を対象とした講演会を実施

３ 若者に有効な情報発信について検討

⚫ 子ども・若者の言語化をサポートするガイドブックを作成（年度内に圏域内の高校等へ配布予定）

４ その他

⚫ 圏域６市の自殺総合対策担当者連絡会を実施（市の事例をもとに、事例検討を実施）

1. 若者の自殺対策を推進するための地域ネットワークの強化を図る。
2. 子ども・若者の言語化をサポートするガイドブックを作成し若者の援助

希求を促進する。
3. 圏域内での支援力及び連携に対する意識の向上を図る。

令和７年度
目標
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